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昨夜は、たいへん強い風で、寝不足気味です。１月末に校長室
に挿しておいた固い蕾の枝、「八重の桜」（右写真）も開花しまし
た。今後、三寒四温を繰り返し、待ち望んだ「春」がやってきま
す。子どもたちは、学習のまとめに真剣に取り組んでいます。４
年生以上は、卒業式の練習が始まりました。慌ただしさの中、子
どもたちの事故防止指導など、生徒指導に取り組んでいきます。

第２回 安積地区地域サポートチーム一斉パトロール
３月６日（水）１４：３０～、標記の会が行われました。約４０ 【八重の桜】

名のサポートチームの方々がお出でになり、子どもたちの下校指導
にあたってくれました。全体会では、登下校時の事故防止について、永盛交番所長さんと
サポートチーム代表の方から、お話がありました。その後、各方部の通学班ごとに実際に
下校道路を歩きながら、安全指導を行っていただきました。

事故防止は、一人一人の意識の問題ですが、その土台として、地域の方々が真剣に子ど
もたちの安心・安全を考え、具体的な行動で示していただけることに感謝いたします。

【永盛交番所長さんのご指導等、全体会の様子】 【下校時の様子】

卒業式練習が始まりました。
４，５，６年生が参加しての全体練習が始まりました。３月７日（木）の第２回目には、

呼びかけや礼法指導があり、子どもたちが真剣に取り組んでいました。姿勢や声の大きさ
出 番 を 待 つ 態 度 な ど 、 で き つ つ あ
ります。

ま た 、 ６ 年 生 は 独 自 の 練 習 時 間
を 持 ち 、 歌 唱 や 、 証 書 受 領 所 作 な
ど一生懸命に努力しています。

【４，５年生】 【６年生】

永盛交通安全母の会より
３月８日（金）永盛交通安全母 の会会長さんより、交通安全

グッズの寄贈がありました 。永盛交通安全母の会と地区母の会
からの寄贈です。６年生に は、自転車の反射板、他には、防犯
ブザーや筆記用具など、た くさんいただきました。朝の登校時
には、いつも旗当番をしていただき、感謝しております。

Ｂ時程（３／ ７～ ３／ １ １）帰宅後の過ごし方 【寄贈されたグッズ】
友だちの 家へ遊びに行ったり、ゲームセンターへ行っ
たりする児童がいると報告があります。早く帰宅して、
家でお勉強をする期間です。ご確認下さい。

全 校 児 童 数

２ ９ ０ 名



日本周辺３Ｄ海底地形図が寄贈
本校に、福島海上保安部より「日本周辺３Ｄ海底地形図」が寄贈されました。これは、

海上保安庁海洋情報部が海底地形調査を行ったデータをもとに日本列島周辺の海底をわか
りやすく３Ｄ地形図に表したものです。３Ｄメガネを使うと、日本周辺の海底の様子を立
体的に見ることができます。貴重な資料となる地形図です。学習の場で活躍させていきた
いと考えております。学校にお出での際は、ぜひ、ご覧下さい。特に日本海溝の深さは、

びっくりするほどです。
また、大陸プレートとプレートの境（落

ち込み）に位置する日本大陸が、地震が
多いわけも地形から理解できます。

信号機・横断歩道も危険？
※ １ ２ 月 に で き た 交 差 点 （ 日 出 山 ）： ビ
ックパレットへのずい道へと続く、たい

【めがねで覗く子どもたち】 へん交通量の多い場所です。（下の写真）
※信号無視または、信号に気づ
かない車両があるようです。

→ 信 号 が 青 で も 、 車 が 来 な い
か？ちゃんと停止している
か？を確認して、横断するよ
うにお願いします。

【寄贈された３Ｄ海底地図】

事故防止について
【直進：ビックパレット】

（１）交通ルールを守る。→ 特に自転車で、絶対に飛び出さないこと。
（２）万引きなどの未然防止を図る。また、留守家庭への出入りはしない。
（３）不審者による事故防止。→ 一人で寂しい道を歩かない。
（４）不審電話があった場合、個人情報を絶対に教えない。（お家の方、全員も）

※ＰＴＡ役員、子ども会、教材会社、病院などのなりすまし

暖かくなってくると特に心配！！

また！不審者事故防止について（再々）
３月６日（水）の下校時に、男子児童が不審な男性に車に乗っていくようにと声を掛け

られるという事案が発生しました。男子児童が男性の求めに応じず、すぐに逃げたため大
事にはいたりませんでした。今回の事案では、児童は防犯ブザーを携行していましたが、
使用しておらず、不審者に遭遇したことを児童が保護者に伝えたのが次の日の帰宅後とな
り、対応が後手に回ってしまいました。

◇保護者の皆様に◇

① 不審者から身を守るための対応について。「ブ ザ ー を な ら そ う ！ い か の お す し 」
を も と に 、 常 日 頃 か ら 親 子 で 話 し 合 い を も つ こ と 。

② お子様の外出時には防犯ブザーを持たせること。また、使用方法をお子様と共に確
認しながら防犯ブザーを定期的に点検すること。

③ 二 次 被 害 を 食 い 止 め る た め に 、 不 審 者 や 声 か け の 情 報 は 、 い ち 早 く 警 察 と
学 校 に 通 報 す る こ と 。

※お子様か ら 不 審 者 に つ い て の 情 報 を 得 た ら 、 同 様 の 事 案 で 他 の 子 ど も が 被
害 に あ わ な い よ う に 、 す ぐ に １ １ ０ 番 通 報 を す る と と も に 、 学 校 に も 連 絡 を
入れて下さい。


